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2016年は日本磁器誕生・有田焼創業400年です

手作りの門松で新年を ― ミニ門松づくり講座にて ―
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
皆
さ
ま
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

健
や
か
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
有
田
工
業
高
等
学
校
野
球
部

が
、
創
部
１
１
４
年
目
に
し
て
初
め
て
夏

の
甲
子
園
大
会
に
出
場
す
る
と
い
う
快
挙

を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。
強
豪
校
を
相
手
に

堂
々
と
プ
レ
ー
し
、
見
事
初
戦
突
破
を
果

た
し
た
姿
は
、
有
田
全
体
に
勇
気
と
感
動

を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
喜
び
の
一
方
、
日
本
の
、
ま
た
世

界
の
陶
芸
界
の
第
一
人
者
で
あ
ら
れ
た
重

要
無
形
文
化
財
保
持
者
（
人
間
国
宝
）
の

十
四
代
酒
井
田
柿
右
衛
門
さ
ん
の
ご
逝
去

は
、
有
田
に
と
っ
て
大
き
な
悲
し
み
で
し

た
。
た
だ
、
昨
年
10
月
に
運
行
が
始
ま
っ 午たＪＲ九州のク

ル
ー
ズ
ト
レ
イ
ン
「
な

な
つ
星
in
九
州
」
に
は
、
柿
右
衛
門
さ
ん

の
遺
作
と
な
っ
た
洗
面
鉢
な
ど
の
作
品
を

は
じ
め
、
町
内
の
著
名
な
窯
元
の
有
田
焼

が
随
所
に
使
用
さ
れ
て
お
り
、
有
田
の
伝

統
の
美
を
後
世
に
運
び
伝
え
て
い
る
よ
う

に
感
じ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
日
本
磁
器
誕
生
・
有
田
焼
創
業

４
０
０
年
が
２
年
後
に
迫
り
ま
し
た
。
佐

賀
県
で
も
推
進
チ
ー
ム
が
結
成
さ
れ
、
今

後
、
連
携
を
取
っ
て
役
割
を
分
担
し
な
が

ら
協
働
で
取
り
組
む
体
制
が
で
き
ま
し

た
。
町
民
の
方
々
や
肥
前
窯
業
圏
の
皆
さ

ま
と
一
体
と
な
っ
て
「
世
界
の
有
田
」
を

目
指
し
て
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
幸
平
区
に
あ
る
明
治
９
年
に
建

設
さ
れ
た
佐
賀
県
重
要
文
化
財
指
定
の

「
異
人
館
」
を
所
有
者
よ
り
町
へ
寄
贈
い

た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
、
有
田
の
明
治
期

を
物
語
る
建
物
と
し
て
、
ど
の
よ
う
に
修

復
し
活
用
し
て
い
く
か
、
専
門
家
や
住
民

の
方
々
の
意
見
を
集
約
す
る
た
め
に
検
討

委
員
会
を
立
ち
上
げ
る
予
定
で
す
。
貴
重

な
文
化
財
を
未
来
へ
残
す
た
め
に
皆
さ
ま

の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

今
年
も
、
窯
業
・
農
業
・
観
光
の
振
興

に
取
り
組
み
、
町
の
に
ぎ
わ
い
を
取
り
戻

す
た
め
に
、
イ
ベ
ン
ト
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
情
報
の
受
発
信
に
努
め
、
輝
き
の
あ

る
町
づ
く
り
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ど
う
か
、
皆
さ
ま
に
と
っ
て
今
年
１
年

が
良
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
、
ご
健
勝
と

ご
多
幸
を
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
あ
い

さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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第
９
回
秋
の
有
田
陶
磁
器
ま
つ

り
が
、
11
月
20
日
か
ら
24
日
に
か

け
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は

約
12
万
人
が
有
田
を
訪
れ
、
町
内

の
各
商
店
会
や
有
田
陶
磁
の
里
プ

ラ
ザ
な
ど
を
会
場
と
し
て
、
期
間

中
は
各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン

ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

特
に
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
た
の
は
、

23
日
、
24
日
に
開
か
れ
た
役
場
東

出
張
所
前
の
特
設
会
場
。「
み
ん
な

で
食
べ
よ
う　

Ｇ
Ｍ
Ｔ
グ
ル
メ
」

「
み
ん
な
で
踊
ろ
う
♪
皿
踊
り
コ
ン

テ
ス
ト
」
な
ど
、
子
ど
も
か
ら
大

人
ま
で
が
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
が

盛
り
だ
く
さ
ん
で
し
た
。

　

皿
踊
り
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
、
町

内
外
か
ら
出
場
し
た
８
団
体
が
有

田
の
ご
当
地
音
頭
「
有
田
音
頭
チ

ロ
リ
ン
節
」
を
踊
っ
て
競
い
ま
し

た
。
出
演
者
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

振
り
付
け
で
踊
っ
た
り
、
隊
形
を

工
夫
し
た
り
と
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体

の
個
性
が
輝
い
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
２
０
１
６
年
に
迎
え
る
日
本

磁
器
誕
生
・
有
田
焼
創
業
４
０
０

年
に
向
け
て
完
成
し
た
「
可
愛
い

か
ね
～　

セ
ラ
ミ
ー
ち
ゃ
ん
」
の

完
成
発
表
会
も
行
わ
れ
、
た
く
さ

ん
の
園
児
た
ち
と
一
緒
に
セ
ラ
ミ

ー
も
楽
し
く
踊
り
ま
し
た
。

　

毎
年
違
っ
た
顔
を
見
せ
る
こ
の

有
田
陶
磁
器
ま
つ
り
。
今
後
も
ま

す
ま
す
期
待
さ
れ
ま
す
。

　  「可愛いかね～　セラミー
ちゃん」完成発表会でセラミ
ーと踊る園児たち。/　   「み
んなで食べよう　GMT グル
メ」県内外のグルメが味を競
いました。/　   町内から新鮮
な農産物などが集まった「あ
りた軽トラ市」/　   有田名
物「皿かぶり競争」。子ども
から大人まで参加しました。
/　   皿踊りコンテスト優秀賞
の「生涯青春」の皆さん。息
がぴったりです。/　   有田陶
磁の里プラザにてやきもの鑑
賞。    /      多くのお客さんが
訪れた「匠の蔵」第７弾、マ
グ＆ティーマグ「ＡＲＩＴＡ
　ＪＩＫＩ」。/　   ゆっくり
とした雰囲気の中で開催され
た「アリタマルシェ」。ライ
ブなども行われました。

２

１

４３

２

７ ８

１

６

５

４

３

７

８

３

５ ６

２

第9回

秋
の
有
田
陶
磁
器
ま
つ
り
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１
月
３
日　

焱
の
博
記
念
堂
で
成
人
式
を

開
催
。新
成
人
２
６
４
人
の
門
出
を
祝
う
。

５
日　

新
年
席
書
会
が
焱
の
博
記
念
堂
で

開
催
さ
れ
、
68
人
が
参
加
。

13
日　

消
防
出
初
式
を
焱
の
博
記
念
堂
で

開
催
。
ま
た
、
観
閲
式
と
小
隊
訓
練
を
歴

史
と
文
化
の
森
公
園
で
行
っ
た
。

２
月
１
日　

ド
イ
ツ
総
領
事
館
の
ア
レ
ク

サ
ン
ダ
ー
・
オ
ル
ブ
リ
ッ
ヒ
さ
ん
が
来
有
。

８
日　

森
由
美
さ
ん
が
有
田
ふ
る
さ
と
大

使
に
就
任
。

９
日　
「
第
９
回
有
田
雛ひ
い
なの

や
き
も
の
ま

つ
り
」
を
開
催
（
３
月
20
日
ま
で
）。「
第

２
回
陶
ひ
な
コ
ン
テ
ス
ト
」を
同
時
開
催
。

28
日　

県
道
大
木
有
田
線
（
広
瀬
橋
付
近

～
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス「
竜
門
ダ
ム
入
口
」

バ
ス
停
付
近
）
が
開
通
。

５
日　

福
井
昌
平
氏
が
有
田
焼
創
業

４
０
０
年
事
業
の
総
合
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

に
決
定
。

17
日　

有
田
焼
創
業
４
０
０
年
事
業
「
第

１
回
有
田
焱
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
祭
り
」
開

催
。

26
日　

西
松
ボ
ー
イ
ズ
が
第
43
回
日
本
少

年
野
球
春
季
全
国
大
会
で
ベ
ス
ト
４
。

28
日　

有
田
町
と
伊
万
里
市
の
消
防
本
部

を
統
合
し
「
伊
万
里
・
有
田
消
防
本
部
」

と
す
る
基
本
合
意
書
に
調
印
。

８
月
６
日　

黒
牟
田
地
区
の
国
指
定
史
跡

山
辺
田
窯
跡
に
隣
接
す
る
山
辺
田
遺
跡
の

発
掘
調
査
が
行
わ
れ
、
色
絵
磁
器
な
ど
多

く
の
製
品
が
出
土
（
９
月
10
日
ま
で
）。

８
日　

有
田
工
業
高
校
が
第
95
回
全
国
高

校
野
球
選
手
権
記
念
大
会
に
初
出
場
。
開

幕
戦
で
大
垣
日
大
高
校
（
岐
阜
県
）
と
対

戦
し
、
見
事
初
戦
突
破
を
果
た
す
。

11
日　

消
防
団
夏
季
訓
練
を
中
央
運
動
公

園
で
実
施
。

23
日　

新
・
ご
当
地
み
や
げ
「
有
田
焼

１
６
１
６
小
皿
飴
」
の
販
売
開
始
。「
有

田
焼
五
膳
」が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
。
同
時
に
、

加
盟
店
に
「
ま
る
い
し
レ
ス
ト
ラ
ン
」
が

加
わ
り
、
町
内
６
店
舗
で
の
提
供
に
。

９
月
１
日　

ナ
ヨ
ミ
・
ロ
ス
さ
ん
が
新
た

な
Ａ
Ｌ
Ｔ
に
就
任
。

８
日　

町
民
体
育
大
会
開
催
。
有
田
中
学

校
区
は
６
区
が
２
連
覇
を
果
た
し
、
西
有

田
中
学
校
区
は
上
内
野
区
が
総
合
優
勝
に

輝
い
た
。

13
日　

東
欧
ブ
ル
ガ
リ
ア
の
「
カ
ザ
ン
ラ

ッ
ク
民
族
舞
踊
団
」
が
来
有
し
、
有
田
ポ

ー
セ
リ
ン
パ
ー
ク
秋
祭
り
な
ど
に
参
加
。

21
日　

旧
国
見
ト
ン
ネ
ル
料
金
所
跡
地
で

「
第
27
回
国
見
ま
つ
り
」
開
催
。

10
月
１
日　
「
赤
絵
座
」
が
体
験
工
房
か

ら
独
立
支
援
工
房
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
。

１
月

２
月

３
月

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

10
月

11
月

　

2014 年

2013 年は皆さんにとってどんな年でしたか。
ここでは町の出来事とともに１年間を振り返ってみます。
新年も皆さんにとって素晴らしい１年になりますように。

▲有田町成人式

▲ 有田工業高校甲子園初出場

▲ ドイツ大使館 総領事来有

▲ 消防団夏季訓練

▲ 森由美さんが有田ふるさと大使に就任

▲ 「有田焼五膳」新規加盟店調印式

Arita  history  2013
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２０13２０13年を振り返る

４
月
18
日　

有
田
焼
創
業
４
０
０
年
事
業

の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
セ
ラ
ミ

ー
」
の
着
ぐ
る
み
完
成
発
表
会
を
開
催
。

29
日　

第
１
１
０
回
有
田
陶
器
市
が
始

ま
る
。
１
３
７
万
人
と
、
過
去
最
高
の
来

場
者
数
を
記
録
（
５
月
５
日
ま
で
）。

５
月
14
日　

有
田
町
防
災
会
議
が
開
催
。

６
月
２
日　

第
24
回
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ロ
ー

ド
車
い
す
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
開
催
さ
れ
、

１
０
１
人
が
出
場
、
約
５
０
０
人
が
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
で
参
加
。

15
日　

有
田
町
名
誉
町
民
十
四
代
柿
右

衛
門
さ
ん
ご
逝
去
。

28
日　

焱
の
博
記
念
堂
で
元
参
議
院
議

員
の
岩
永
浩
美
氏
へ
有
田
町
名
誉
町
民

の
称
号
贈
呈
式
が
開
催
さ
れ
た
。

30
日　

町
民
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク･

前
期
（
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
、
水
泳
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
剣

道
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
）
を
開
催
。

７
月
６
日　

七
夕
席
書
会
が
焱
の
博
記

念
堂
で
開
催
さ
れ
、
69
人
が
参
加
。

28
日　

第
３
回
有
田
夏
祭
り
・
納
涼
花
火

大
会
を
、
歴
史
と
文
化
の
森
公
園
で
開

催
。

31
日　

エ
イ
ヴ
リ
・
モ
ロ
ー
さ
ん
が
、
Ａ

Ｌ
Ｔ（
外
国
語
指
導
助
手
）の
仕
事
を
終
了
。

就
任
期
間
は
３
年
。

17
日　

第
55
回 

有
田
皿
山
ま
つ
り
を
開

催
。
当
番
区
の
８
区
（
南
原
・
南
山
）
を

中
心
に
に
ぎ
わ
っ
た
。

27
日　

焱
の
博
記
念
堂
で
第
８
回
有
田

町
文
化
祭
が
始
ま
る
。（
12
月
23
日
ま
で
）

27
日　

町
民
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
後
期
（
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
、
卓
球
、
駅

伝
競
走
、
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）
を
開
催
。

11
月
１
日　

上
有
田
う
ー
た
ん
通
り 

第

16
回 

秋
の
窯
祭
り
を
開
催
（
３
日
ま
で
）。

10
日　

旧
有
田
共
立
病
院
と
役
場
周
辺

で
「
第
１
回
有
田
・
食
と
農
業
ま
つ
り
」

が
開
催
。

17
日　

石
場
相
撲
大
会
を
白
磁
ヶ
丘
相

撲
場
で
開
催
。
社
会
人
対
抗
や
各
区
対

抗
、
稚
児
土
俵
入
り
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

20
日　
「
秋
の
有
田
陶
磁
器
ま
つ
り
」
が

始
ま
る
（
24
日
ま
で
）。
24
日
に
は
有
田

焼
創
業
４
０
０
年
事
業
の
マ
ス
コ
ッ
ト

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
セ
ラ
ミ
ー
」
の
ダ
ン
ス

完
成
発
表
会
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、「
皿
踊

り
大
会
」
や
「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
な
ど
も
同
時
開
催
。

22
日　

戦
没
者
追
悼
式
が
焱
の
博
記
念

堂
で
開
催
さ
れ
、
遺
族
な
ど
約
１
９
０
人

が
参
列
。

24
日　

上
山
谷
「
元
気
館
」
一
帯
で
「
第

12
回
山
谷
棚
田
野
農
里
ま
つ
り
」
を
開

催
。

１
月

２
月

３
月

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

10
月

11
月

　

2014 年

▲ セラミーの着ぐるみ完成発表会

▲ 第 55 回有田皿山まつり

▲ 岩永浩美氏へ有田町名誉町民称号贈呈

▲ 第１回有田・食と農業まつり

▲ セラミックロード車いすマラソン大会

▲ 石場相撲大会5 H26.1



　氏　名

寄田　哲雄

池田裕美子

梶山　京子

永尾由美子

山口　俊之

永尾　勝敏

副島　英俊

池田　順子

松尾　葊志

山口　信弘

藤本アツ子

高島　明博

田代　和敏

山口　　一

馬場　重信

関　　弘美

池田美代子

大宅惠理子

池田　紀子

栗山　滿明

永石　邦子

大串　弘子

森　多美子

樋渡　悦子

松尾　敏正

福田　政和

原田　宮子

岩永　好正

島田ミドリ

中村　　明

西山　忠信

志賀　敏枝

　担当地区

泉山（一丁目 1番～ 13 番、二丁目全部）

泉山（上記以外）

中樽（二丁目 7番～ 24 番）

中樽（二丁目 1番～ 6番、25 番、31 番、

三丁目）

中樽（一丁目）

上幸平

大樽・幸平（二丁目）

幸平（一丁目）・赤絵町

白川

稗古場

中の原・岩谷川内（一丁目 1番全域、二丁目 4

番全域、二丁目 3番の 34 号、35 号）

岩谷川内（上記以外）

古木場・境野・戸矢（1班、2班、6班）

戸矢（3班～ 5班、7班～ 15 班）

大野

桑古場

本町（1班〜 17 班）

本町（上記以外）

戸杓（1班～ 9班）

戸杓（上記以外）

外尾町

外尾山

丸尾（1班～ 9班）

丸尾（10 班～ 18 班）

赤坂

黒牟田

応法

南原（上南原）・南原県住・窯ノ辻・平

床 1班～ 4班

南原（下南原）・東小物成・小溝

南原（西小物成）・下南山 5 班～ 7 班・

サンコーポラス

南原（三代橋・三代橋県住・西部団地・

清六）

南山（上南山・下南山１班～４班）

　電　話

☎ 42・3579

☎ 42・3472

☎ 42・2356

☎ 43・2383

☎ 42・6179

☎ 42・4718

☎ 42・3720

☎ 42・2075

☎ 42・4342

☎ 43・2335

☎ 42・2012

☎ 43・2463

☎ 42・5845

☎ 42・5381

☎ 43・2474

☎ 42・4531

☎ 42・2741

☎ 42・2645

☎ 42・5615

☎ 43・3186

☎ 43・3175

☎ 42・5447

☎ 42・4567

☎ 42・4375

☎ 42・5513

☎ 42・4469

☎ 42・2724

☎ 42・4430

☎ 43・3580

☎ 43・3782

☎ 42・4570

☎ 42・6084

　各地区の民生委員・児童委員56人と主任児童
委員３人が厚生労働大臣から任命を受けました。
任期は平成 25 年 12 月 1日から 3年間です。民
生委員・児童委員は、社会福祉の増進に努める
ことを任務とし、住民の立場に立って相談に応
じ、必要な援助を行います。活動するにあたっ
ては、個人の人格を尊重し、秘密を守ります。
詳しくは ▼民生委員・児童委員協議会事務局

（健康福祉課内）　　　　☎ 43・2237

【敬称略】

【敬称略】

◎：民生委員・児童委員協議会会長　○：同副会長

　氏　名

吉永　　博

山口　邦彦

福島祐一郎

桃谷　法信

岩田　繁成

岩永　信隆

横山百合子

岩永　浩史

道津　　功

中山　　新

木寺　夢路

藤田　　満

木寺　重信

上瀧　幸二

岩永　初雄

池田　和枝

井手　和幸

今泉美代子

池田　安幸

田中　　茂

柴田　郡司

平川　律子

桒原　和夫

金武　政博

■主任児童委員
吉島　雅子

納富万里子

吉野　佳子

　担当地区

原明・代々木

舞原

楠木原

上本

下本

北ノ川内

黒川

仏ノ原

下内野

上内野

蔵宿

桑木原

山本

大木宿

立部（ＭＲ線路西側）

立部（ＭＲ線路東側）

広瀬

広瀬山

岳

山谷切口

上山谷

下山谷

山谷牧

二ノ瀬

中部小・曲川小

大山小・西有田中

有田小・有田中

　電　話

☎ 46・4936

☎ 46・4864

☎ 46・5126

☎ 46・3748

☎ 41・2232

☎ 46・3070

☎ 46・3068

☎ 46・3173

☎ 46・4621

☎ 46・4654

☎ 46・4144

☎ 46・4352

☎ 46・4378

☎ 46・4833

☎ 46・4582

☎ 46・3185

☎ 46・3284

☎ 46・3091

☎ 46・2248

☎ 46・3528

☎ 46・2486

☎ 46・3024

☎ 46・2894

☎ 46・2018

☎ 43・3894

☎ 46・2745

☎ 42・4444

こんにちは。新しい民生委員・児童委員です

◎

○

○
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　氏　名

久保田直美

原田　金宏

中野　学遠

奥川　健彦

中尾　　修

岩尾　富子

西田　　功

藤本　　眞

松尾　武彦

秀　　竹男

福田　順夫

西山　知宏

石橋　保彦

峰　　茂幸

浦川　英機

廣澤益次郎

志賀芙佐子

松尾　俊介

林田　正子

藤田　　孝

髙橋　吉彦

野中　重敏

金原　祥文

池田　詔士

飯田　孝子

浦郷　悌之

池田美智子

■主任児童委員
益田　保彦

在任歴

６年０月

９年０月

９年０月

６年０月

６年０月

９年０月

４年 11 月

３年０月

３年０月

13 年８月

12 年０月

３年０月

８年１月

６年０月

６年０月

６年０月

６年０月

６年０月

３年０月

６年０月

３年０月

６年０月

３年０月

６年０月

３年０月

６年０月

６年０月

３年０月

（住　所）

（上幸平）

（上幸平）

（赤絵町）

（岩谷川内）

（桑古場）

（本　町）

（戸　杓）

（外尾山）

（赤　坂）

（黒牟田）

（応　法）

（南　原）

（南　原）

（南　原）

（代々木）

（舞　原）

（仏ノ原）

（上内野）

（蔵　宿）

（桑木原）

（大木宿）

（立　部）

（広　瀬）

（　岳　）

（山谷切口）

（上山谷）

（二ノ瀬）

（本　町）

【敬称略】

　退任される民生委員・児童
委員の皆さんです。長い間お
疲れさまでした。

消費税法の改正により
水道料金・下水道料金が上がります

　平成 26 年度より、消費税率が５％から
８％に変更されます。町内で使用される
水を作るための費用と下水道や浄化槽へ
排水している汚水を処理するための費用
についても消費税分が上がるため、水道
料金・下水道料金が上がります。
　当町では、毎月 20 日ごろに水道メータ
ーの検針を行い、その数値を基に次の月
の７日に水道料金・下水道料金を決定し、
納付書を 10 日頃に発送しています。平成
26 年度４月から消費税が上がりますが、
平成 26 年３月に検針した料金が４月請求
分になり、平成 26 年３月 21 日から４月
20 日の間に使用した４月検針分の料金を、
５月に請求することになります。
　５月請求分までは、消費税率が５％の

水道
料金

時期に使用した水量が含まれるため、水
道料金・下水道料金の消費税は上がりま
せん。６月請求分から “消費税８％” を反
映した料金の請求を
行うことになります。
　水道料金の基本料
は使用されている口
径 で 変 わ り ま す が、
一般的な家庭で使用
されている 13 ㎜管の
場合の料金予定表を
掲載しますので、ご
家庭の使用水量をご
覧いただき、変更後
の料金をご確認くだ
さい。

使用水量 平成 26 年６月からの料金
単位：㎥ 水道 下水道 人員目安
10 1,846 1,836
11 2,030 1,998
12 2,214 2,160 ２人家族
13 2,397 2,322
14 2,581 2,484
15 2,764 2,646
16 2,970 2,808
17 3,175 2,970
18 3,380 3,132 ３人家族
19 3,585 3,294
20 3,790 3,456
21 3,996 3,639
22 4,201 3,823
23 4,406 4,006
24 4,611 4,190 ４人家族
25 4,816 4,374
26 5,022 4,557
27 5,227 4,741
28 5,432 4,924
29 5,637 5,108
30 5,842 5,292 ５人家族
31 6,048 5,475
32 6,253 5,659
33 6,458 5,842
34 6,663 6,026
35 6,868 6,210
36 7,074 6,393 ６人家族

◆料金予定表（13 ㎜管の場合）

詳しくは ▼上下水道課　☎ 46・2946

7 H26.1



― 自らの命を自ら守るために ―
総務課　☎ 46・2111

防災行政無線のメール登録をお願いします
防災行政無線を聞き逃した場合でも、携帯電話に届くメールで内容を確認することができます。
右の QR コードを読み取るか、アドレス（携帯電話用）

「http://www2.town.arita.saga.jp/apmmail/mob/」から登録をお願いします。

※ 電話で放送内容を確認するときは  ☎ 46･2961  まで。

防災対策
「避難」の大切な３要素

① 適切な「避難場所」
周辺の状況を確認し、一番安全と思われる場所。

② 適切な「避難ルート」（避難経路）
洪水や浸水、土砂災害の危険箇所を避ける。

③ 適切な「タイミング」（時期）
夜間、豪雨の中の避難はかえって危険。

　

有
田
女
性
ま
つ
り
実
行
委
員
会
で
は
、

「
女
性
フ
ェ
ス
タ
in
有
田
」
で
実
施
す
る

「
赤
ち
ゃ
ん
は
い
は
い
レ
ー
ス
」
の
出
場

者
を
募
集
し
ま
す
。

日
時
▼
３
月
９
日
（
日
）

受
付　
　
　

14
時
～
14
時
30
分

競
技
開
始　

15
時

場
所
▼
焱
の
博
記
念
堂

参
加
資
格
▼
立
ち
歩
き
を
し
な
い
乳
児

（
町
内
外
を
問
い
ま
せ
ん
）

レ
ー
ス
内
容
▼

・
Ａ
＝
は
い
は
い
ビ
ギ
ナ
ー
コ
ー
ス

・
Ｂ
＝
は
い
は
い
ベ
テ
ラ
ン
コ
ー
ス

（
応
募
者
を
ビ
ギ
ナ
ー
・
ベ
テ
ラ
ン
コ
ー

ス
に
分
け
、
各
コ
ー
ス
５
人
ず
つ
の
５
レ

ー
ス
で
予
選
、
決
勝
を
行
い
ま
す
。）

・
コ
ー
ス
は
４
ｍ
で
、
制
限
時
間
１
分

・
途
中
歩
い
た
場
合
は
失
格

募
集
人
数
▼
各
コ
ー
ス
25
人
ず
つ

賞
品
▼

・	
ジ
ュ
ニ
ア
シ
ー
ト
（
タ
カ
タ
九
州
㈱
提

供
）
＝
各
コ
ー
ス
の
優
勝
者

・	

参
加
賞
＝
全
員

参
加
料
▼
無
料

募
集
締
切
▼
２
月
21
日
（
金
）

※
50
人
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

女
性
フ
ェ
ス
タ
in
有
田

「
赤
ち
ゃ
ん
は
い
は
い
レ
ー
ス
」
出
場
者
募
集

募集

申
込
方
法
▼
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
企
画
課
内
「
有
田
女
性
ま
つ
り
実
行
委

員
会
」
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
Ｆ
Ａ
Ｘ

や
メ
ー
ル
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

申
込
書
▼
役
場
、
東
出
張
所
、
ま
た
は
福

祉
保
健
セ
ン
タ
ー
の
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
▼
有
田
女
性
ま
つ
り
実
行
委
員

会
（
企
画
課
内
）　　

  

☎
46
・
２
９
９
０

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

46
・
２
１
０
０

FAX

　詳しい内容を知りたい方は、「情報公開開示請求」の
申請書を総務課へ提出してください。申請が許可され
ると、総務課で閲覧することができます。なお、個人
のプライバシーに配慮が必要な項目は公開しません。
ご了承ください。詳しくは ▼  総務課　☎ 46・2111

※ 雑費には、各種組織等の総会などに支出する雑しょうなどが含まれます。

■ 町交際費 11 月

項　目 金　額 備　考
会　費 11,000 円 安全運転管理者協議会懇談会会費ほか１件
雑　費 81,825 円 東京有田会総会時贈答品ほか５件
合　計 92,825 円
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統
計
功
績
者
表
彰

　

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

統計
　

11
月
19
日
、
佐
賀
県
庁
で
平
成
25
年
度

統
計
功
績
者
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
吉
永

み
ゆ
き
さ
ん
（
広
瀬
）
と
吉
浦
福
一
さ
ん

（
外
尾
山
）
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

吉
永
さ
ん
は
、
工
業
統
計
調
査
や
商
業

統
計
調
査
な
ど
、
経
済
産
業
省
所
管
の
統

計
調
査
に
長
年
従
事
さ
れ
た
功
績
が
認
め

ら
れ
、
経
済
産
業
省
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
吉
浦
さ
ん
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
統

計
調
査
に
５
年
以
上
従
事
し
、
そ
の
功
績

が
認
め
ら
れ
、
佐
賀
県
統
計
協
会
総
裁
表

彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

詳
し
く
は
▼
企
画
課　

☎
46
・
２
９
９
０▲表彰を受けた（左から）吉浦さんと吉永さん

自己負担額 一般病床 療養病床
食事代 /1食 食費 /1 食 居住費 /1日

区分Ⅱ 90日までの入院 ２１０円 ２１０円 ３２０円90日を越える入院 １６０円

区分Ⅰ １００円 １３０円
老齢福祉年金受給者 １００円 ０円

◆表①

■
対
象
者
お
よ
び

区
分
に
つ
い
て

・	

被
保
険
者
で
世
帯
の

医療費自己負担限度額（月額）
所得区分 外来（個人単位） 外来＋入院（世帯単位）

区分Ⅱ ８，０００円 ２４，６００円
区分Ⅰ １５，０００円

全
員
が
住
民
税
非
課
税
の

方
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

・	

所
得
に
よ
り
、「
区
分
Ⅰ
」「
区
分
Ⅱ
」

の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。

「
区
分
Ⅰ
」

　

全
員
が
住
民
税
非
課
税
で
、
か
つ
加
入

者
一
人
ひ
と
り
の
年
金
収
入
が
80
万
円
以

下
で
他
に
所
得
が
な
い
世
帯
の
方
。

「
区
分
Ⅱ
」

　

全
員
が
住
民
税
非
課
税
で
「
区
分
Ⅰ
」

以
外
の
方
。

申
請
に
必
要
な
も
の
▼

①
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

②
印
鑑

③
申
請
に
来
ら
れ
る
方
の
身
分
証
明
書

■
「
区
分
Ⅱ
」
の
長
期
入
院
該
当
者

に
つ
い
て

・	

限
度
額
認
定
証
の
交
付
を
受
け
て
い
る

期
間
中
で
、
過
去
12
か
月
間
の
入
院
日

数
が
90
日
を
超
え
た
方
（
長
期
入
院
該

当
者
）
は
、
再
度
申
請
す
る
こ
と
で
食

事
代
が
さ
ら
に
減
額
さ
れ
ま
す
。
医
療

機
関
が
発
行
す
る
領
収
書
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

『限度額適用・
標準負担額減額認定証』の
申請はお済みですか
　被保険者で住民税非課税世帯の方は、申請により「限度額
適用・標準負担額減額認定証」が交付され、医療機関に提示
すると、医療費一部負担限度額および入院時食事（生活）療
養費が安くなります。
　すでに認定証をお持ちの方は、申請する必要はありません。

後期高齢者医療

◆表②

■
認
定
証
を
医
療
機
関
に
提
示
す
る

と
・
・
・

・	

一
部
負
担
金
が
減
額
さ
れ
ま
す
（
表

①
）。

・	

食
事
（
生
活
）
療
養
費
が
減
額
さ
れ
ま

す
（
表
②
）。

詳
し
く
は
▼

・
健
康
福
祉
課　

後
期
高
齢
者
医
療
担
当

（
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
）☎

43
・
２
１
８
２

・
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

☎
０
９
５
２
・
64
・
８
４
７
６
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準
要
保
護
の
認
定
を
希
望
さ
れ
る
方
へ

母
子
家
庭
の
児
童
の

進
学
・
就
職
を
支
援
し
ま
す

　

準
要
保
護
と
は
、
病
気
や
離
職

な
ど
の
理
由
で
、
経
済
的
な
支
援

が
必
要
な
小
中
学
生
を
も
つ
保
護

者
に
対
し
、
お
子
さ
ん
が
安
心
し

て
義
務
教
育
が
受
け
ら
れ
る
よ

う
、
学
用
品
費
や
給
食
費
な
ど
を

援
助
す
る
制
度
で
す
。

　

平
成
26
年
度
の
認
定
を
希
望
さ

　

県
は
、
母
子
家
庭
の
母
な
ど
が
扶
養
す

る
児
童
の
進
学
・
就
職
を
支
援
す
る
た
め
、

修
学
資
金
や
就
学
支
度
資
金
を
無
利
子
で

貸
し
付
け
て
い
ま
す
。

対
象
者
▼
平
成
26
年
度
に
高
校
・
大
学
・

専
修
学
校
（
専
門
学
校
な
ど
）
へ
の
入
学

を
希
望
さ
れ
る
方

受
付
期
間
▼
１
月
15
日
（
水
）
か
ら
３
月

20
日
（
木
）

修学資金（円／月額）

学校種別 公　立 私　立

高等学校 18,000（23,000） 30,000（35,000）

高等専門学校 21,000（22,500） 32,000（35,000）

短期大学 45,000（51,000） 53,000（60,000）

大　学 45,000（51,000） 54,000（64,000）

※（　）は自宅外通学の場合。

就学支度資金（円）

学校種別 公　立 私　立

高等学校
150,000（160,000） 410,000（420,000）

高等専門学校

短期大学
370,000（380,000） 580,000（590,000）

大　学

※（　）は自宅外通学の場合。

れ
る
方
は
、
次
の
要
領
に
よ
り
申
請
を
行

っ
て
く
だ
さ
い
。

　

提
出
さ
れ
た
書
類
を
も
と
に
、
認
定
基

準
の
該
当
者
で
あ
る
か
ど
う
か
、
教
育
委

員
会
に
諮
り
審
議
さ
れ
た
後
、
認
定
が
決

定
さ
れ
ま
す
。

　

認
定
期
間
は
、
申
請
を
さ
れ
た
年
度
の

み
で
す
。
平
成
25
年
度
に
認
定
を
受
け
た

方
で
も
、来
年
度
も
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

必
ず
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

申
請
に
必
要
な
書
類
▼

①
就
学
援
助
申
請
書  

１
部

②
所
得
証
明
書
（
役
場
税
務
課
で
発
行
さ

れ
る
世
帯
の
課
税
・
所
得
証
明
） 

１
部

③
現
在
の
収
入
状
況
が
わ
か
る
書
類
（
源

泉
徴
収
票
・
給
与
明
細
（
直
近
２
～
３

か
月
分
）
な
ど
）

※
申
請
書
は
学
校
教
育
課
に
準
備
し
て
い

準要
保護

支援

ま
す
。
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー(

本
町)

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

提
出
期
間
▼

１
月
20
日
（
月
）
～
２
月
14
日
（
金
）

提
出
先
▼

学
校
教
育
課
（
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
）

そ
の
他
▼

・	

認
定
は
、
家
族
全
員
の
手
当
や
年
金
な

ど
を
含
む
す
べ
て
の
収
入
状
況
で
判
断

し
ま
す
。

・	

認
定
結
果
に
つ
い
て
は
、
３
月
末
ま
で

に
保
護
者
あ
て
に
通
知
し
ま
す
。

・	

ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
学
校

教
育
課
（
池
田
）
ま
た
は
地
区
の
民
生

委
員
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
▼

学
校
教
育
課
（
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
）

☎
43
・
２
３
２
４

　

左
記
以
外
に

も
、
母
子
家
庭

や
寡
婦
を
対
象
と
し
た
生
活
資
金
や
転
宅

資
金
な
ど
の
貸
し
付
け
が
あ
り
ま
す
。

　

資
金
の
貸
し
付
け
に
当
た
っ
て
は
い
く

つ
か
の
条
件
が
あ
り
、
申
請
後
、
審
査
を

経
て
か
ら
決
定
さ
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
▼
伊
万
里
保
健
福
祉
事
務
所

母
子
保
健
福
祉
担
当　

☎
23
・
２
１
０
２
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区分 対象となる症例 主治医の
同意

往療（往診）の条件
医療機関
との併用対象となる

症例
主治医
の同意

柔道整復
（整骨院）

急性または亜急性の外
傷性の骨折、脱臼 必要

歩行困難
など

不要 ×

急性または亜急性の外
傷性の打撲・捻挫 不要 不要 ×

はり・
きゅう

神経痛、リウマチ、頚
腕症候群、五十肩、腰
痛症、頸椎捻挫後遺症
など

必要 不要 ×

あんま・
マッサージ

筋麻痺、関節拘縮など、
医療上マッサージを必
要とされる症例

必要 必要 ○

保険

バス
運行

バス
運行

る
れ
ら
け
受
を
術
施
で
ど
な
院
骨
整

へ
ん
さ
皆
の
者
険
保
被
の
療
医
者
齢
高
期
後

　

必
が
意
同
の
医
治
主
め
じ
か

が
病
傷
の
中
療
治
で
）
ど
な

と
的
目
を
安
慰
や
復
回
労
疲
○

と
象
対
の
険
保
は
の
も
た
し

用
利
を
ど
な
関
機
通
交
共
公
○

へ
所
術
施
で
人
一
者
患
て
し

対
の
険
保
は
）
診
往
（
療
往

ま
い
ら
も
て
し
行
発
を
書
収
領
ず
必
○

▼
は
く
し
詳

連
域
広
療
医
者
齢
高
期
後
県

合　

課
務
業

　

係
付
給

・
２
５
９
０
☎

64

６
７
４
８
・

◆保険の対象となる症例など

　

手
動
移
の
ど
な
院
通
や
物
い
買
の
域
地

成
26

正
改
ヤ
イ
ダ
に
）
火
（
日
１
月
４
年

　

域
地
町
田
有
る
た
わ
に
回
６
で
ま
れ
こ

輸
客
旅
の
ど
な
ス
バ
な
要
必
に
活
生
の
民

ま
き
て
ね
重
を
議
協
て
い
つ
に
保
確
の
送

　　

る
す
布
配
に
庭
家
各
に
旬
上
月
３
は
ど
な

▼
は
く
し
詳

課
画
企

　
☎
46
・

０
９
９
２

を
線
路
・
刻
時
行
運

す
ま
し
正
改

　　

だ
た
い
車
乗
ご
度
一
ひ
ぜ
に
会
機
の
こ

）
分
円
０
０
２
（
回
１
で
券
車
乗
乗
試
○

り
あ
は
用
適
の
引
割
等
者
害
障
や
金
料

乗
「
は
合
場
る
れ
が
継
り
乗
に
線
路
他
○

　

す
ま
し
施
実
を

0 0 円

期間▼
１月４日（土）

～ 31 日（金）
詳しくは▼
企画課　☎ 46・2990



　

品
備
・
具
器
・
械
機
・
物
築
構
る
す
有
所

よ
に
定
規
の
法
税
得
所
・
法
税
人
法
が
費

も
る
れ
さ
入
算
に
金
損
上
算
計
の
得
所
る

　

し
有
所
に
内
町
で
在
現
日
１
月
１
年
毎

　

る
い
て
れ
さ
価
評
て
し
と
屋
家
（
屋
家
①

）
ど
な
備
設
明
照

産
資
の
満
未
年
１
数
年
用
耐
③

が
格
価
得
取
④

10

的
時
一
り
よ
に
定
規
の
ど
な
法
税
人
法

却
償
額
少
（
の
も
た
れ
さ
入
算
金
損
に

）
産
資

が
格
価
得
取
⑤

20

以
年
３
り
よ
に
定
規
の
ど
な
法
税
人
法

の
も
る
す
却
償
等
均
て
し
括
一
に
内

）
産
資
却
償
括
一
（

税
課
の
税
車
動
自
軽
び
よ
お
税
車
動
自
⑥

の
も
る
な
と
象
対

い
て
し
を
却
償
価
減
の
常
通
で
数
年
用

は
き
と
る
あ
が
産
資
却
償
■

　

成
平

26

償
に
内
町
で
在
現
日
１
月
１
年

■主な業種別の償却資産例

12

・
期
時
得
取
・
量
数
・
類
種
の
産
資
却
償
る

る
よ
に
Ｘ
Ａ
Ｔ
Ｌ
ｅ
■

す
ま
き
で
が
告
申
子
電

　　

で
要
必
が
名
署
子
電
る
よ
に
書
明
証
子
電

Ａ
Ｔ
Ｌ
ｅ

http://w
w
w
.eltax.

jp/

し
認
確
を
）

間
期
出
提
書
告
申
■

成
平

26

月
１

31

）
金
（
日

▼
は
く
し
詳

課
務
税

　

☎
46

６
３
７
２
・

の）
産
資
却
償
（産
資
定
固

告
申

！
く
な
れ
忘
お
を

0 0 円



ペット
管理

ペ
ッ
ト
を
飼
っ
て
い
る
方
へ

大
切
な
お
願
い
で
す
！

◆
犬
や
猫
に
よ
る
苦
情
が

増
え
て
い
ま
す
！

　

町
に
は
、「
敷
地
内
に
ふ
ん
尿
を
さ
れ
、

汚
れ
や
悪
臭
で
困
っ
て
い
る
」、「
ご
み
を

散
ら
か
す
」、「
鳴
き
声
が
う
る
さ
い
」
と

い
っ
た
内
容
の
苦
情
が
、
最
近
多
く
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
皆
さ
ん
が
心
地
よ
く
生
活
す
る

た
め
に
は
、
周
囲
に
対
す
る
一
人
ひ
と
り

の
心
遣
い
が
大
切
で
す
。

【
猫
を
飼
っ
て
い
る
方
へ
】

●
で
き
る
だ
け
室
内
で
飼
い
ま
し
ょ
う

　

飼
い
放
し
を
す
る
と
、
ふ
ん
尿
の
悪
臭

や
ご
み
の
食
い
散
ら
か
し
な
ど
に
よ
り
、

周
囲
に
迷
惑
が
か
か
り
ま
す
。

　

ま
た
、
飼
い
猫
が
交
通
事
故
に
遭
う
危

険
性
も
あ
り
ま
す
。

●
首
輪
を
つ
け
ま
し
ょ
う

　

野
良
猫
と
間

違
わ
れ
な
い
た

め
に
首
輪
を
つ

け
ま
し
ょ
う
。

首
輪
に
は
連
絡

先
を
記
入
す
る

な
ど
飼
い
主
が

分
か
る
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

●
ふ
ん
の
場
所
を
し
つ
け
ま
し
ょ
う

　

ふ
ん
尿
は
、
自
宅
の
決
ま
っ
た
場
所
で

す
る
よ
う
に
し
つ
け
、
他
人
に
迷
惑
を
か

け
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
避
妊
・
去
勢
手
術
を
し
ま
し
ょ
う

　

手
術
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、
不
幸
な

子
猫
や
野
良
猫
を
増
や
さ
な
い
だ
け
で
な

く
、
猫
の
性
ホ
ル
モ
ン
に
関
係
す
る
病
気

や
遺
伝
的
な
病
気
な
ど
の
予
防
が
で
き
ま

す
。

　

さ
ら
に
、
性
的
な
ス
ト
レ
ス
の
軽
減
、

問
題
行
動
の
予
防
や
改
善
な
ど
に
も
効
果

が
あ
り
ま
す
。

【
犬
を
飼
っ
て
い
る
方
へ
】

●
飼
い
放
し
は
、人
に
危
害
を
加
え
た
り
、

犬
自
身
が
交
通
事
故
に
遭
う
危
険
が
あ

り
ま
す
。
リ
ー
ド
で
つ
な
ぎ
、
安
全
な

場
所
で
飼
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
1
日
1
回
は
適
度
に
運
動
を
さ
せ
、
無

駄
吠
え
を
さ
せ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。

●
鑑
札
・
注
射
済
票（
金
属
プ
レ
ー
ト
）は
、

首
輪
に
付
け
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
▼
住
民
環
境
課　

環
境
担
当

☎
46
・
２
７
３
４

　

Ｐ
Ｍ
２
・
５
と
は
、
大
気
中
に
浮
遊
す

る
粒
子
状
物
質
の
う
ち
、
粒
径
が
２
・
５

マ
イ
ク
ロ
メ
ー
ト
ル
（
＝
０
・
０
０
２
５

㎜
）
以
下
の
微
細
な
粒
子
の
総
称
で
す
。

呼
吸
器
の
奥
ま
で
入
り
込
み
や
す
い
こ
と

か
ら
、
人
の
健
康
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ

て
い
ま
す
。

県
か
ら
注
意
喚
起
が
行
わ
れ
ま
す

い
つ
注
意
喚
起
は
行
わ
れ
る
の

▽
濃
度
が
高
く
な
る
と
予
想
さ
れ
る
場
合

は
、
７
時
30
分
ま
た
は
12
時
30
分
を
め

ど
に
行
わ
れ
ま
す
。

ど
の
よ
う
な
と
き
に

　
　
　

注
意
喚
起
は
行
わ
れ
る
の

▽
濃
度
が
１
日
平
均
１
立
方
メ
ー
ト
ル
あ

た
り
70
マ
イ
ク
ロ
グ
ラ
ム
を
超
え
る
と

予
想
さ
れ
る
場
合
に
行
わ
れ
ま
す
。

注
意
喚
起
が
行
わ
れ
た
こ
と
は

　

ど
こ
で
知
る
こ
と
が
で
き
る
の

▽
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ

オ
な
ど
で
わ
か
り
ま
す
。

注
意
喚
起
が
行
わ
れ
た
と
き
の
対
応

・	

不
要
な
外
出
や
屋
外
で
の
長
時
間
の
激

し
い
運
動
を
で
き
る
だ
け
減
ら
し
ま
し

Ｐ
Ｍ
２
・
５
（
微
小
粒
子
状
物
質
）
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す

環境

ょ
う
。

・	

屋
内
で
も
換
気
や
窓
の
開
閉
を
必
要
最

小
限
に
し
ま
し
ょ
う
。

※
日
平
均
値
が
１
立
方
メ
ー
ト
ル
あ
た
り

70
マ
イ
ク
ロ
グ
ラ
ム
以
下
の
場
合
で

も
、
呼
吸
器
系
や
循
環
器
系
疾
患
の
あ

る
方
や
小
児
、
高
齢
者
な
ど
は
、
健
康

へ
の
影
響
が
み
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る

た
め
、
体
調
に
応
じ
て
よ
り
慎
重
に
行

動
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
▼
住
民
環
境
課　

環
境
担
当

☎
46
・
２
７
３
４

◆ PM2.5 の濃度が確認できます◆

　県内では、佐賀、鳥栖、唐津、武雄の
４か所で測定が行われています。
　PM2.5 の濃度に関する情
報は、「佐賀県の大気環境」

（http://www.saga-taiki.jp/
pc/index.php）で確認する
ことができます。

？？？

13 H26.1



　

林
道
岩い

わ

越こ
し

～
八は

ち

幡ま
ん

元も
と

線
（
有
田
ダ
ム
周

辺
の
白
川
か
ら
応
法
へ
抜
け
る
道
路
）が
、

日
本
林
道
協
会
主
催
の
平
成
25
年
度
林
道

維
持
管
理
コ
ン
ク
ー
ル
で
「
日
本
林
道
協

会
長
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

四
季
を
通
じ
て
一
般
車
両
が
行
き
交

い
、
地
元
住
民
に
と
っ
て
重
要
な
林
道
で

あ
る
こ
と
や
、
案
内
標
識
や
カ
ー
ブ
ミ

ラ
ー
な
ど
を
必
要
な
箇
所
に
設
置
し
、
通

行
に
支
障
の
な
い
よ
う
な
管
理
を
実
施
し

て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
佐
賀
県
治
山
林
道

協
会
が
推
薦
し
、
今
回
の
受
賞
に
至
り
ま

し
た
。
今
後
も
、
林
道
の
保
全
と
通
行
の

安
全
に
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

お詫びと追加
　広報有田 12 月号の５ページ「第
１回有田・食と農業まつり」のレシ
ピ紹介に材料の追加があります。お
詫びして、次の材料を追加します。

「大豆とありた鳥ハンバーグ」材料
米粉 50ℊ・卵２個

詳しくは▶農林課　☎ 46・5616
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す
曲
を
制
作
し
、
中
高
生
が
行
う
コ
ン
サ

ー
ト
で
一
般
に
披
露
す
る
こ
と
に
よ
り
、

音
楽
を
通
し
て
有
田
焼
創
業
４
０
０
年
の

機
運
を
盛
り
上
げ
る
こ
と
を
目
的
に
、
11

月
24
日
（
日
）
に
近
隣
の
中
学
校
に
も
参

加
し
て
も
ら
っ
て
焱
の
博
記
念
堂
で
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
、
完
成

し
た
曲
の
披
露
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
演
奏
し
、
有

田
焼
創
業
４
０
０
年
の
機
運
の
盛
り
上
げ

を
図
り
ま
す
。

詳
し
く
は
▼

企
画
課
内　

有
田
焼
創
業
４
０
０
年
事
業

推
進
室　
　
　
　
　
　

☎
46
・
２
９
９
０

や
る
気
モ
リ
モ
リ
事
業　

実
施
報
告

林
道
維
持
管
理

コ
ン
ク
ー
ル
で
入
賞

日
本
磁
器
誕
生
・
有
田
焼
創
業
４
０
０
年
事
業

■
子
々
孫
々
に
残
し
た
い「
有
田
の
四
季
」

を
カ
レ
ン
ダ
ー
で
伝
え
た
い
‼

有
田
町
消
費
者
グ
ル
ー
プ
協
議
会

■
４
０
０
年
記
念
打
楽
器

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
曲
「
月
窓
の
焔
」
発
表

の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
サ
ー
ト

有
田
工
業
高
校
吹
奏
楽
部

■
ミ
ツ
カ
ル
・
ウ
ィ
ン
ド
ー
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
Ⅱ　

あ
り
た
う
ち
や
ま
あ
る
き

で
ぃ
す
ぷ
れ
い
屋
総
本
舗
店
有
田

■
歴
史
ウ
ォ
ー
ク
「
参
平
道
を
行
く
」

Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
１

陶
祖
之
郷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

陶
祖
李
参
平
公
の
足
跡
を
た
ど
り
往
時

の
時
代
背
景
の
中
で
有
田
焼
創
業
時
の
姿

を
し
の
ぶ
こ
と
を
目
的
に
、
有
田
焼
史
に

興
味
を
持
つ
参
加
者
を
募
り
、
11
月
４
日

（
月
）
に
一
般
参

加
者
44
人
と
一
緒

に
専
門
家
の
解
説

を
聞
き
な
が
ら
、

李
参
平
公
ら
が
泉

山
磁
石
場
を
発
見

す
る
ま
で
の
往
時

　

内
山
地
区
の
町

並
み
景
観
の
楽
し

い
散
策
に
よ
り
地

域
活
性
化
や
交
流

人
口
の
拡
大
に
つ

な
げ
る
こ
と
を
目

的
に
、
秋
の
有
田

　

子
々
孫 

々
に
残
す

べ
き
山
紫

水
明
の
有

田
の
風
景

を
使
っ
て
町
の
広
報
宣
伝
の
一
助
と
す
る

こ
と
を
目
的
に
、
有
田
の
さ
ま
ざ
ま
な
風

景
写
真
と
４
０
０
年
事
業
の
シ
ン
ボ
ル
ロ

ゴ
で
12
か
月
の
カ
レ
ン
ダ
ー
を
制
作
。
町

内
外
の
関
係
団
体
な
ど
に
配
布
し
、
有
田

の
魅
力
と
美
し
い
自
然
を
視
覚
で
訴
え
る

と
と
も
に
有
田
焼
創
業
４
０
０
年
の
Ｐ
Ｒ

も
図
り
ま
し
た
。

　

打
楽
器

を
用
い
た

陶
都
有
田

の
歴
史
と

未
来
を
表

の
史
跡
が
あ
る
多
久
市（
唐
人
古
場
窯
跡
、

円
通
寺
、高
麗
窯
跡
）、武
雄
市
山
内
町（
百

間
窯
跡
）、
有
田
町
（
天
神
森
窯
跡
、
小

溝
窯
跡
）
を
巡
り
ま
し
た
。

陶
磁
器
ま
つ
り
の
期
間
と
合
わ
せ
て
、
町

屋
の
シ
ョ
ー
ウ
イ
ン
ド
ー
で
有
田
の「
粋
」

な
美
意
識
を
紹
介
し
な
が
ら
「
今
が
旬
」

の
や
き
も
の
を
使
っ
た
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
を

行
う
と
同
時
に
、
店
の
中
や
庭
に
入
っ
て

い
た
だ
く
た
め
の
表
示
サ
イ
ン
な
ど
の
仕

掛
け
も
行
い
、
観
光
資
源
の
再
評
価
と
散

策
の
魅
力
を
発
信
し
ま
し
た
。



　

12
月
８
日
（
日
）、
町
体
育
セ
ン
タ
ー

で
平
成
25
年
度
有
田
町
卓
球
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
、
17
チ
ー
ム
、
約
１
０
０
人

が
参
加
し
、
白
熱
し
た
勝
負
と
な
り
ま
し

た
。
大
会
の
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〔
敬
称
略
〕

■
団
体
Ａ
級

１
位
▼
あ
り
た
Jr. 

Ｂ

２
位
▼
あ
り
た
Jr. 

Ａ

■
団
体
Ｂ
級

１
位
▼
有
田
ク
ラ
ブ
A

２
位
▼
有
田
ク
ラ
ブ
B

■
団
体
Ｃ
級

１
位
▼
丸
尾
ク
ラ
ブ

２
位
▼
８
区
ク
ラ
ブ
A

■
一
般
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
Ａ
級

１
位
▼
徳
永
康
平
（
有
工
）

２
位
▼
原
田
祐
一
郎
（
８
区
ク
ラ
ブ
）

３
位
▼
山
口
将
吾
（
あ
り
た
Jr
）

３
位
▼
楢
﨑
克
彦
（
あ
り
た
Jr
）

■
一
般
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
Ｂ
級

１
位
▼
野
中
眞
治
（
有
田
ク
ラ
ブ
）

２
位
▼
永
尾
芳
巳
（
有
田
ク
ラ
ブ
）

３
位
▼
山
﨑
成
茂
（
有
田
ク
ラ
ブ
）

３
位
▼
松
本
正
範
（
丸
尾
ク
ラ
ブ
）

■
一
般
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
Ａ
級

１
位
▼
立
石
郁
子
（
香
蘭
社
）

２
位
▼
石
橋
愛
理
（
あ
り
た
Jr
）

３
位
▼
藤
本
里
紗
（
あ
り
た
Jr
）

３
位
▼
杉
原　

黎
（
あ
り
た
Jr
）

■
一
般
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
Ｂ
級

１
位
▼
前
川
碧
美
（
有
工
定
時
制
）

２
位
▼
中
島
美
知
子
（
丸
尾
ク
ラ
ブ
）

３
位
▼
牧
野
美
知
子
（
８
区
ク
ラ
ブ
）

３
位
▼
池
田
正
子
（
有
田
ク
ラ
ブ
）

■
小
学
生
シ
ン
グ
ル
ス

１
位
▼
平
尾
有
羅
（
西
有
田
Jr
）

２
位
▼
山
本
栞
己
（
楢
﨑
卓
球
）

３
位
▼
原
口
満
里
花
（
楢
﨑
卓
球
）

４
位
▼
牧
野
愛
菜
（
楢
﨑
卓
球
）

■
抽
選
ダ
ブ
ル
ス

１
位
▼
徳
永
康
平
（
有
工
）

池
田
壽
子
（
丸
尾
ク
ラ
ブ
）

２
位
▼
西
田
勇
斗
（
有
工
）

松
尾
青
空
（
あ
り
た
Jr
）

３
位
▼
多　

島
陽
一
（
あ
り
た
Jr
）

末
藤
慎
也
（
有
工
）

３
位
▼
徳
永
好
宏
（
有
田
ク
ラ
ブ
）

馬
場
弘
美
（
有
田
ク
ラ
ブ
）

平
成
25
年
度
有
田
町
卓
球
大
会

１
０
０
人
が
練
習
の
成
果
を
発
揮

有田のスポーツ情報
ガンバレ  アリタジン
マケルナ  アリタジン

　私はこのコラムを書きながら「今
年がどのような年になるのか」、「去

年と何が変わるのか」と考えてわく

わくしています。

姉妹都市・マイセンのニュースやドイツ風
ビネット（コラム）をお伝えします。

Ｌ
レ オ

ＥＯ鳥が運んでくるマイセンニュース  33

マ イ セ ン の 空 か ら

PROFILE　　カイ・レオンハ－ト

ニックネームはレオ。1965 年マイセン市生まれ。
自営業のアーティスト、デザイナー。マイセン ･
有田友好協会の共同設立者、現在の会長。2001
年から２年間、有田窯業大学校で講師を務める。▲姉妹都市連携 35 周年を祝う絵

新年明けまして
　　　　おめでとうございます！

　今年は、マイセン・有田の姉妹

都市連携 35 周年、青少年交流も

23 回目を迎えます。また有田焼創

業 400 年事業も迫っていて、今後

の取り組みが心から楽しみです。

　ドイツには「普段と違

ったことをやってみると、

意外にうまくいくものだ」

ということわざがありま

す。 午
うま

年
どし

は「 飛 躍 の 年 」

なので、皆さんも新しい

ことに挑戦し、目標を実

現させる年にしてみてはいかがで

しょうか。今年も色々なことが起

こるかもしれませんが、たとえ困

難なことがあっても、力を合わせ、

想像力をもって課題を解決してい

きましょう。

　マイセンと有田がともに発展し、

皆さんの希望が実現することを祈

っています。

　皆さんにとって、2014 年が良い

年になりますように。 　

　　　　　Kay LEO Leonhardt
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　九州山口陶磁展のはじまりは、日清戦争後の不況対策として、当時の
香蘭社社長九代深川栄左ヱ門や有田磁器合資会社社長田代呈一らの呼び
かけで明治 29 年、幸平の桂雲寺で行われた「陶磁器品評会」にさかの
ぼります。技術の競争と知識の増進のため「品評会」を開くことを呼び
掛けたのです。 
　途中戦争が勃発し、休止を余儀なくされるときもありましたが、窯業
界や町民の強い意志により再開し、会場を桂雲寺から現在の有田商工会
議所の場所にあった有田物産陳列館に移し、昭和 44 年には名称を「九
州山口陶磁展」とし、平成 25 年からは全国から作品を募集しています。 

110 回の歴史　～九州山口陶磁展の歩み～
（裏表紙にも記事を掲載しています）

九州山口陶磁展の歩み

　100 年を越える九州山口陶磁展の歴史の中で、多くの陶芸家を輩出し、
本展は若手の登竜門として位置付けられています。重要無形文化財保
持者（人間国宝）の井上萬二、中島宏、日本芸術院会員の故青木龍山
も若き日に本展に出品し１位を受賞してきました。 
　今、産業としてのやきものは苦しい時期にありますが、次の 100 年
後も産業が成り立っていくためには、苦しい時期のまさに今こそ「陶
磁器品評会」が始まった頃の初心に立ち返り、品質の向上、デザイン
の改善を図らなければなりません。〔文中 敬称略〕

 （第 111 回九州山口陶磁展　募集要項から抜粋）

◆九州山口陶磁展の歴史をご存知ですか？

▲ 陶磁器品評会が開催された有田物産陳列館

▲ 品評会の様子

◆現在の九州山口陶磁展

　九州山口陶磁展は「第１部 美術工芸品・オブジ
ェ」と「第２部 産業陶磁器」の２つの部門があり
ます。
　第１部は、出品作品の中から審査を行い、その
結果優秀作品として選ばれた 100 点ほどの鉢、壷、
オブジェなどを佐賀県立九州陶磁文化館で展示し
ます。斬新で独創的な秀作ぞろいです。
　第 2 部は、食器などの日用品や室内装飾品など
の、出品された全ての作品を有田商工会議所で展
示・販売します。ハイレベルなデザインや技術の
新作が購入できるのが魅力です。 ▲ 第２部展示会の様子

▲ 第１部展示会の様子

▲ 表彰式の様子

◆第 111 回九州山口陶磁展表彰式

●日時
　４月 29 日（火）　13 時 30 分〜
●場所
　佐賀県立九州陶磁文化館

詳しくは▶商工観光課　☎ 46・2500

　第 111 回九州山口陶磁展では、全国から出品作品を募
集しています。詳しくは裏表紙をご覧ください。
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         暮らしのカレンダー　　 2014 年１月

相談
▼行事名 ▼日（曜）▼実施時間 ▼場所など

こころとからだの相談日 月〜金
８時 30 分～

17 時 15 分
福祉保健センター

消費生活相談
火・木　  ９時〜 16 時 30 分
( 祝日は除く )　　　　  　  婦人の家
１月２日（木）はお休み

年金相談

（要予約）

８（水） 10 時〜 15 時 東出張所

22（水） 10 時〜 15 時 役場 ミーティングルーム

　　　　予約は住民環境課へ（☎ 46-2114）

障害者相談 月〜金
８時 30 分～

17 時 15 分

障害者生活支援センター

（☎ 23-3512）

発達障害児（者）相談

（要予約）

16（木） 10 時〜 17 時 障害者生活支援センター

予約は NPO 法人「それいゆ」へ（☎ 090-6296-7550）

視覚障害児（者）相談 月〜金
８時 30 分～

17 時 15 分

佐賀県立盲学校

（☎ 0952-23-4672）

こころの相談会

（要予約）

28（火）
９時〜 16 時 西公民館２階

※12 時〜 13 時は除きます

予約は健康福祉課へ（☎ 43-2237）

人権・行政相談 15（水）
９時〜 12 時 西公民館 小会議室

10 時〜 15 時 生涯学習センター 青少年相談室

女性総合相談

（要予約）

月〜金

（祝日は除く）

９時〜

16 時 30 分
福祉保健センター

予約は健康福祉課へ（☎ 43-2210）

心配ごと相談 21（火） 10 時〜 12 時 有田町社協会館

法律相談

（要予約）

21（火） 13 時～ 16 時 有田町社協会館

予約は社会福祉協議会へ（☎ 41-1315）

※１月の労働相談はお休みです。

保健事業　　　　　　　　　　※場所は福祉保健センターです。　　　　 詳しくは

▲

健康福祉課　　☎43-5065
▼行事名 ▼対象者・備考 ▼日（曜） ▼受付（実施）時間

母子手帳交付と母親学級 妊婦
６（月）・14（火）・20（月）・27（月）

・2/3（月）
16 時～ 16 時 15 分（17 時まで）

母と子の広場 乳幼児と保護者 20（月）・27（月） （10 時〜 12 時）

れんげのつどい 乳幼児と保護者 ６（月）・2/3（月） （10 時〜 12 時）

４か月健診 平成 25 年９月生まれ 14（火） 13 時 15 分～ 13 時 45 分

７か月健診・ＢＣＧ接種 平成 25 年６月生まれ 28（火） 13 時 15 分～ 13 時 45 分

12 か月児相談 平成 25 年１月生まれ 28（火） ９時～ 11 時

２歳児相談 平成 23 年 12 月生まれ 15（水） ９時～ 11 時

３歳半健診 平成 22 年５月～６月生まれ ８（水） 12 時 45 分～ 13 時 30 分

健康トレーニング体験教室 町内在住の方
６（月）･ ７（火）・2/3（月）

・2/4（火）
事前に予約が必要です

休日歯科医
▼日（曜） ▼休日歯科医 ▼電話番号

１（水） ますもとけんこう歯科（伊万里市松島町） ☎ 24-9688

２（木） 松尾歯科医院（伊万里市南波多町） ☎ 24-3070

３（金） タナカ歯科医院（伊万里市立花町） ☎ 23-2208

５（日） 堀江歯科診療所（伊万里市脇田町） ☎ 23-1188

12（日） むかい歯科医院（本町） ☎ 42-3477

13（月） 福田歯科医院（伊万里市伊万里町） ☎ 23-2246

19（日） 下田歯科医院（伊万里市山代町） ☎ 28-2118

26（日） 古賀歯科医院（南原） ☎ 42-2464

2/2（日） 田中歯科医院（立部） ☎ 46-4828

休日医

伊万里休日急患医療センター　　　　　☎ 23-9910

イベント
▼行事名 ▼日（曜）▼時間 ▼場所など

町政功労表彰式

新年名刺交換会
３（金） 12 時 30 分～ 焱の博記念堂

成人式 ３（金） 14 時〜 焱の博記念堂

官公庁執務始め ６（月）

子育てサロン

「ちろりん村」

14（火） 10 時 30 分〜 15 時 老人福祉センター「ちとせ」

28（火） 10 時 30 分〜 15 時 老人福祉センター「ちとせ」

新年席書会 11（土） ９時 50 分～ 焱の博記念堂

消防出初式
12（日） ８時 30 分〜

焱の博記念堂
（※ サイレン吹鳴７時）

リサイクルデー 19（日）
９時～ 11 時 外尾山防災広場

９時～ 11 時 立部リサイクルステーション

予防接種（個別）
▼予防接種名 ▼対象者・備考

３種混合または４種混合
（百日咳 ･ ジフテリア ･ 破傷風＋ポリオ） 生後３か月～ 90 か月未満

不活化ポリオ 生後３か月～ 90 か月未満

ヒブ 生後２か月から

小児肺炎球菌 生後２か月から

ＭＲ（麻しん ･ 風しん）  Ⅰ期 生後 12 か月～ 24 か月未満

※指定医療機関は、健康カレンダーを参照してください。
　また、予約の際に、接種日 ･時間をお確かめください。
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Schau mal,Arita!
有田の皆さん、見てみて！

ドイツの幸運シンボル
シ  ャ  ウ 　　  マ  ル　　   ア  リ  タ

No.16

国際交流員
ハナ・ツムシュタインさん

　皆さん、あけましておめでとうご
ざいます。ドイツの大みそかの夜は
クリスマスと違って、家族ではなく
友人同士で出かけたりパーティーを
したりします。そして、零時になる
と、大きな打ち上げ花火とシャンパ
ンで乾杯して新年を祝います。
　ドイツには、日本のように新年を
祝う特別な料理や伝統的な行事など
はないのですが、「新年の幸運シン
ボル」を買ったり贈ったりする習慣
があります。年末にはあちこちで、
新年の幸運シンボルである、煙突掃
除人や豚などの飾り物やお菓子をよ
く見かけます。もちろんこのシンボ
ルには昔から特別な意味がありま
す。
　例えば、幸運シンボルの中で最も

人気があるのは煙突掃除人のお守り
です。昔から煙突掃除人は少ないの
で、会えると幸運がもたらされると
言い伝えられてきました。また、昔
は煙突が汚れていると、家を温めた
りすることができず、煙突掃除人が
煙突をきれいに掃除することで生活
が楽になり、”幸福の使者”だと思
われていました。
　もう一つの「豚」がなぜ幸運のシ
ンボルになったかというと、古代ド
イツでは神への捧げものとして用い
られ、貴重な家畜でした。ドイツ語
で”S

シュヴァイン

chwein h
ハーベン

aben”（＝ブタを
持っている）という言葉まであって、

「運がよかった」と言う意味で、思

いがけない幸運に出会ったときに
使われます。

▲ 新年の幸運のシンボル “煙突掃除人”
と “豚”

図書館からこんにちは

☆新年あけまして 
　　　　おめでとうございます☆

おすすめの本

・東図書館（生涯学習センター　☎ 43・2327）
　開館時間  ９時～ 18 時
　休館日  月曜日、1日（水）～ 3日（金）

・西図書館（役場２階　☎ 46・2915）
　開館時間  ９時～18 時
　休館日  火曜日、1日（水）～ 3日（金）、13 日（成人の日）

  1 月の開館時間・休館日

　去年は、伊勢神宮と出雲大社の遷宮が大きな話題に

なりました。年始にはたくさんの人が神社にお参りす

ることでしょう。八百万の神々や、そのお参りの作法

などがわかる本を準備しています。ぜひ参考にされて

みてください。

　さて、今年の NHK 大河ドラマは、福岡にゆかりの

深い黒田官兵衛のお話、「軍師　官兵衛」ですね。黒

田官兵衛といえば、“戦わずして勝つ”と言われた名

「今こそ本気の神社まいり」
（西邑清志　著／主婦の友社）

　お参りするなら、神様に願いが

届くお作法で。正しく参拝すれば、

神様はきっと運を授けてください

ます。開運神社ナビゲーター西邑

清志が、神様に愛される祈り方を

伝授。今、ご神気が高まっている

神社 50 も紹介。　　　　　

 （西図書館所蔵）

「黒田官兵衛」
（双葉社）

　鳥取城攻略、高松城水攻め、中

国大返し…。奇想天外な作戦を計

画する軍師にして、天才だった黒

田官兵衛の、野心的で人間臭い生

涯と、その代表的な合戦を写真や

CG などのビジュアルで紹介。

（東図書館所蔵）将です。黒田官兵衛や戦国時代に関する

本もそろえています。黒田官兵衛が生き

た時代背景を予習してみてはいかがでし

ょうか。今年もみなさんのご来館をお待

ちしております。
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№67

地域包括支援センターは高齢者の総合相談窓口です。お気軽にご相談ください。
健康福祉課内地域包括支援センター（福祉保健センター）☎ 43・2196

地域包括支援センターだより

あなたも『認知症サポーター』になりませんか？

「認知症サポーター養成講座」を受けていた

だく必要があります。１時間～１時間半の講

義で「認知症の基礎知識」や「認知症の方へ

の接し方」などを学びます。

認知症を理解し、認知症の方や家族を見守
る応援者です。全国で 400 万人のサポ
ーターを作ることを目標に活動が続けられて

います。

今こそ、互助社会へ……

●認知症サポーターとは？ ●認知症サポーターになるには？

互助社会とは、地域でお互いを助け合うことです。昨

今、一人暮らしの高齢者や認知症の高齢者が増加してい

ます。有田町の高齢化率は12月現在で28.7％です。（４

人に１人以上は高齢者）

この先、高齢になっても自宅で安心して生活できる地

域づくりをしていかなければなりません。元気なうちか

らお互いに助け合う地域づくりをする必要性を認識する

ことが大切です。老人クラブや地区の行事、ボランティ

ア活動班の顔合わせなどに積極的に参加し、地域での生

きがいづくりや仲間づくりをしていきましょう。

「認知症を理解する」。それだけで、サポーターへの第１

歩です。10人以上の参加者が集まれば、こちらから講師

を無料で派遣します。認知症に関心のある地域住民の方や

企業の方などどなたでも受講できます。まずは、

地域包括支援センター
☎ 43・2196

までお問い合わせください。
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エコを楽しく学ぶ（12 月 10 日）

くわこば保育園でエコ教室が開かれ、年長と年中

の園児 31 人が参加しました。身近なところか

ら環境について考えてもらいたいという思いで初めて

実施。園児は、熱を通すと落ちなくなる特殊なクレヨ

ンで、真っ白なエコバッグに花や恐竜など自分の好き

な絵を描き、出来上がると、お互いのエコバッグを見

せ合い満足気な表情を浮かべていました。指導にあた

った特定非営利活動法人 温暖化防止ネットの松尾真

理子さんは、「エコは無理をしても続かないので楽し

く学んでもらいたい」と述べられ、「ものを大切にす

る暮らしをして、地球を喜ばせてあげてください」と

園児に呼び掛けました。

親子で楽しむクリスマス会（12 月 16 日）

就学前の乳幼児とその保護者を対象に、毎月１回

行われている「れんげのつどい」のクリスマス

会が福祉保健センターで開催されました。参加者は、

乳幼児 35 人とその保護者の計 58 人。母子保健推進

員による絵本の読み聞かせや手遊びなどを親子で楽し

みました。最後は、食生活改善推進員の指導のもと、

のり巻き作りに挑戦。親子で協力しながらご飯とチー

ズをのりで巻き、おいしそうに食べていました。ニン

ジンを使ったデザートが、自宅でできる簡単レシピと

して振る舞われるなど、楽しくておいしいクリスマス

会となりました。

戦没者の冥福を祈る（11 月 22 日）

平成 25 年度有田町戦没者追悼式が焱の博記念堂

で開催され、戦没者の遺族など約 190 人が出席

しました。田代正昭町長は「後世に平和の尊さを伝

え、明るく住みよい郷土にできるようより一層努力し

たい」と追悼の辞を述べました。その後、詩吟朗詠錦
き ん

城
じょう

会有田支部が詩吟を朗詠。出席者は、琴の演奏が

行われる中、献花台に花をささげ、戦没者の冥福を祈

りました。最後に、第２次世界大戦時の物語「ちぃち

ゃんのかげおくり」が広報有田朗読ボランティアやま

びこ会により朗読され、出席者は平和への思いを新た

にしました。

肥前有田ライオンズクラブ　リンゴ寄贈
（12 月 16 日）

肥前有田ライオンズクラブ（馬場厚暢会長）は、

老人福祉施設「幸寿園」に青森産のリンゴ約 20

㎏を寄贈しました。このリンゴは、「葉取らず回さず

リンゴ」と呼ばれ、姉妹クラブである青森うとうラ

イオンズクラブから送られたもので、ボランティア

の一環として地域の施設に毎年プレゼントされてい

ます。リンゴを受け取った幸寿園の高原武彦施設長

は、「14 年間毎年寄贈していただき、本当にありがた

い」と感謝の言葉を述べられました。このリンゴは、

食後のデザートやおやつとして、施設の皆さんに振

る舞われました。
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まちの話題

野農里まつり　にぎやかに（11 月 24 日）

上山谷地区の秋の収穫感謝祭、第 12 回山谷棚田

野
の

農
の

里
さと

まつりが元気館（上山谷）一帯で開催さ

れました。農産物の直売や、やまだに保育園児などが

出演したステージイベント、先着 200 人に棚田米が

配られるうれしいプレゼントなどもあり、来場者は大

満足の様子でした。また、元気館に通じる道沿いの田

畑には、上山谷地区の皆さんが制作した 100 体以上

のかかしが並び、来場者の目を楽しませました。

決意を新たに
歳末特別パトロール（12 月６日）

住民が安心して年始を迎えることができるように

と毎年実施している歳末特別パトロールの出発

式が、有田幹部派出所前で開かれました。この日は、

町内の防犯ボランティア 16 団体からの代表者約 80

人が出席。陶都有田自主防犯ボランティア団体連合会

の福島日人士副会長が「勇気と熱意を持って、それぞ

れの役割を果たしつつ、警察・行政などの関係機関と

連携を強化し、安全で住みよい地域の実現に向けて活

動することを誓います」と力強く述べられ、出席者は

その後４班に分かれ町内を巡回しました。歳末特別

パトロールは、26 日から 30 日の 18 時から 20 時に、

町内各地で実施されました。

下内野地区が防災訓練を実施（12 月８日）

ため池の決壊を想定した防災訓練が、下内野地区

で開催されました。昨年 10 月に下内野自主防

災会が結成され、今回が初めての訓練。会員約 170

人のうち、子どもから高齢者まで約 110 人が参加し

ました。訓練は、防災行政無線からの避難指示による

避難訓練で開始。避難所に集合してからは、避難者カー

ドの作成や簡易担架作成、初期消火訓練などの訓練を

実施しました。最後に、地区内の山頂付近にあるため

池を視察。災害が起きた場合の水の流れについて理解

を深めました。

花いっぱいの美しい町に（12 月６日）

有田町老人クラブ連合会西有田支部が、「町内一斉

花いっぱい運動」を展開し、西地区の各地に約

3600 株の花苗を植えました。うち、西有田駅前や老

人福祉センター「ちとせ」には約 200 株を植栽。西

有田支部の池田陸次会長は「これから有田焼創業 400

年に向けて、ますます多くの方が有田にいらっしゃる

でしょうから、花いっぱいの美しい町にして、気持ち

よくお迎えできたらと思います」と語られました。各

地がたくさんの花で彩られ、道行く人の心を和ませて

くれることでしょう。
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情報ステーション情報ステーション InformationInformation

みどり法 律 事 務 所
弁護士　　鬼橋　正敏　（佐賀県弁護士会所属）

弁護士　　福田　　孝　（佐賀県弁護士会所属）

事務所	 	 〒 843 - 0022　佐賀県武雄市武雄町大字竹下 5663 - 2
	 	 TEL ： 0954 - 22 - 6331　　FAX ： 0954 - 22 - 6332
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有
田
工
業
高
等
学
校 

定
時
制
は
、

第
38
期
の
聴
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

対
象
▼
陶
磁
器
お
よ
び
デ
ザ
イ
ン
業

界
に
従
事
し
た
い
社
会
人
の
方

募
集
人
員
▼

・	

窯
業
コ
ー
ス		



７
人

・	

デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス	

７
人

修
了
年
限
▼
２
年
（
週
３
日
授
業
）

書
類
配
布
開
始
▼
１
月
14
日
（
火
）
～

配
布
場
所
▼
本
校
事
務
室

※	

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

4.

saga-ed.jp/ariko/

）
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

出
願
期
間
▼

２
月
３
日
（
月
）
～
２
月
７
日
（
金
）

（
14
時
～
21
時
受
付
）

※	

土
曜･

日
曜
を
除
く
。

試
験
日
時
▼

２
月
24
日
（
月
）
18
時
～　

有
田
工
業
高
等
学
校 

定
時
制

第
38
期 

聴
講
生
募
集

有
田
工
業
高
校　

　

九
州
労
働
金
庫
で
は
有
田
町
と
の

協
調
融
資
に
よ
り
、
町
内
に
在
住
し

て
い
る
勤
労
者
に
対
し
資
金
の
貸
付

を
行
っ
て
い
ま
す
。

ご
利
用
い
た
だ
け
る
方
▼

町
内
に
居
住
し
、
年
収
が
１
５
０
万

円
以
上
で
世
帯
に
お
け
る
年
間
の
総

収
入
額
が
８
０
０
万
円
以
下
の
方

※
九
州
労
働
金
庫
の
審
査
が
あ
り
ま

す
。

融
資
限
度
額
▼
３
０
０
万
円
以
内

使
途
▼
生
活
資
金
等

金
利
▼
年
2.0
％

貸
付
期
間
▼
10
年
以
内

申
込
先
▼
九
州
労
働
金
庫　

伊
万
里

支
店　

   　
　
　

☎ 

22
・
６
１
１
１

九
州
労
働
金
庫　

伊
万
里
支
店　

低
金
利
で
貸
し
出
し
ま
す

　

県
営
住
宅
へ
の
入
居
予
備
者
を
、

次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

募
集
団
地
▼

有
田
町
・
伊
万
里
市
地
区
（
４
団
地
）

申
込
書
配
布
▼
２
月
３
日
（
月
）
～

受
付
期
間
▼

２
月
６
日
（
木
）
～
13
日
（
木
）

※	
９
日
（
日
）・
11
日
（
祭
日
）
を

除
く
。

受
付
時
間
▼
９
時
～
19
時

受
付
場
所
▼
川
原
建
設
㈱ 

伊
万
里

管
理
室
（
伊
万
里
市
新
天
町 

伊
万
里

総
合
庁
舎
別
館
）

添
付
書
類
▼
所
得
に
関
す
る
書
類

（
所
得
証
明
書
や
源
泉
徴
収
票
な
ど
）

公
開
抽
選
日
▼
２
月
19
日
（
水
）

抽
選
会
場
▼

伊
万
里
総
合
庁
舎
２
階

詳
し
く
は
▼
指
定
管
理
者　

川
原

平
成
26
年
２
月

県
営
住
宅
入
居
予
備
者
募
集

指
定
管
理
者　

川
原
建
設
㈱　

焱
の
博
紀
念
堂　

森
山 
良
子

ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク

　
　
　
　
　
　

コ
ン
サ
ー
ト

詳
し
く
は
▼
有
田
工
業
高
等
学
校 

定
時
制　
　
　

   

☎ 

42･

３
１
３
６

　

新
年
の
始
ま
り
を
祝
う
ニ
ュ
ー
イ

ヤ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
は
森
山
良
子
と
共

に
。

日
時
▼
１
月
18
日
（
土
）

　
　
　

16
時
～
（
開
場
15
時
）

場
所
▼
焱
の
博
記
念
堂 

文
化
ホ
ー
ル

入
場
料
▼
一
般　

   　

６
５
０
０
円

高
校
生
以
下　
　

   　

３
０
０
０
円

詳
し
く
は
▼
焱
の
博
記
念
堂

☎ 

46
・
５
０
１
０

建
設
株
式
会
社　

伊
万
里
管
理
室

☎ 

20･

４
５
１
１
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情報ステーション情報ステーション InformationInformation

古川学習研究会（古川塾）

TEL 0955-46-2110有田町立部乙2177
MR西有田駅そば

小学生

中学生

高校生

国語・算数・中学英語準備
英語・数学・理科・内申点対策
公立高・高専受験対策
数学（学校の課題指導 他）
大学、専門学校受験対策

日本数学検定実施認定校

司法書士 田代法務事務所
TEL 0955-25-9320

司法書士 田代宏章　認定番号 第629076号

西松浦郡有田町本町丙1022番地２ 渕上ビル2階〈JR有田駅から南へ徒歩２分〉

お気軽にご相談ください。相談は無料です。

借金問題による任意整理手続・破産申立書類作成
遺産分割調停・離婚調停・成年後見人等の申立書類作成
相続登記・贈与登記・会社設立等の登記手続

■ 

地
域
別
最
低
賃
金

・	

佐
賀
県
最
低
賃
金　

  

６
６
４
円

■ 

特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金

・	

一
般
機
械
器
具
製
造
業
関
係

７
７
０
円

・	

電
気
機
械
器
具
製
造
業
関
係

７
３
４
円

・	

陶
磁
器
・
同
関
連
製
品
製
造
業

６
６
５
円

　

な
お
、
最
低
賃
金
に
は
次
の
賃
金

は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

・
賞
与
な
ど
、
臨
時
の
賃
金

・
休
日
、
時
間
外
な
ど
の
割
増
賃
金

・
通
勤
手
当
、
家
族
手
当
、
精
皆
勤

手
当

詳
し
く
は
▼

佐
賀
労
働
局 

労
働
基
準
部 

賃
金
室

☎ 
０
９
５
２･

32･

７
１
７
９

　

今
年
１
年
の
安
全
・
無
災
害
を

祈
念
す
る
た
め
、
１
月
12
日
（
日
）

に
消
防
出
初
式
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
日
は
、
午
前
７
時
に
出
動
の

た
め
の
サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
し
ま
す
の

で
、
火
災
と
お
間
違
え
の
な
い
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

■ 

出
初
式

時
間
▼
８
時
30
分
～

場
所
▼
焱
の
博
記
念
堂

■ 

訓
練

時
間
▼
９
時
30
分
～

場
所
▼
歴
史
と
文
化
の
森
公
園

詳
し
く
は
▼
消
防
本
部

☎ 

42
・
２
６
７
１

▲ 物が電線にかかった場合に、取ろうとして電線
に触れると感電し大変危険です。

	 自分で何とかしようとせずご連絡ください。
　九州電力㈱武雄営業所　　　　0120･986･304

消
防
本
部　

消
防
出
初
式

佐
賀
県
の
最
低
賃
金
が

12
月
に
改
定
さ
れ
ま
し
た

佐
賀
労
働
局 

賃
金
室　

　

平
日
に
法
務
局
に
相
談
に
来
ら
れ

な
い
方
の
た
め
、
無
料
の
休
日
相
談

所
を
開
設
し
ま
す
。

日
時
▼
１
月
26
日
（
日
）

　
　
　

10
時
～
16
時
（
予
約
不
要
）

場
所
▼
佐
賀
地
方
法
務
局
伊
万
里
支

局
（
伊
万
里
市
立
花
町
）

県
内
一
斉
！

法
務
局
休
日
相
談
所

佐
賀
地
方
法
務
局 

伊
万
里
支
局　

　
「
地
域
で
暮
し
て
い
く
た
め
に
、

考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
～
生
活
の
こ
と
、
は
た
ら
く
こ
と

～
」
と
題
し
、
発
達
過
程
に
お
け
る

問
題
点
な
ど
を
海
外
の
事
例
も
交
え

て
講
演
会
を
行
い
ま
す
。

日
時
▼
１
月
26
日
（
日
）

10
時
30
分
～
12
時

場
所
▼
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
３
階

視
聴
覚
室

講
師
▼
佐
藤 

崇 

氏
（
作
業
療
法
士
）

参
加
費
▼
５
０
０
円

詳
し
く
は
▼
ひ
ま
わ
り
ク
ラ
ブ　

担
当
：
山
川

☎ 

０
９
０･

８
２
２
８
・
６
０
０
６

有
田
町
障
が
い
児 

親
の
会

講
演
会
を
開
催
し
ま
す

ひ
ま
わ
り
ク
ラ
ブ　

相
談
内
容
▼
供
託
、
相
続
、
登
記
、

人
権
問
題
に
関
す
る
こ
と
な
ど

※	

休
日
相
談
所
で
は
、
申
請
の
受

付
・
証
明
書
類
の
発
行
な
ど
は

で
き
ま
せ
ん
。

詳
し
く
は
▼

佐
賀
地
方
法
務
局 

伊
万
里
支
局

　
　
　
　
　
　

   

☎ 

23
・
２
４
９
２

　

有
田
商
工
会
議
所
深
川
祐
次
会
頭

と
、
佐
賀
県
最
高
情
報
統
括
監
の
森

本
登
志
男
氏
の
新
年
対
談
が
実
現
。

日
時
▼
１
月
30
日
（
木
）

　
　
　

18
時
～
20
時

場
所
▼
有
田
ポ
ー
セ
リ
ン
パ
ー
ク 

　
　
　

Ｖ
Ｏ
Ｃ
シ
ア
タ
ー

テ
ー
マ
▼
１
０
０
年
後
も
有
田
が
有

田
で
あ
る
た
め
に
「
今
」
取
り
組
む

べ
き
こ
と

入
場
料
▼
無
料

※
ど
な
た
様
も
ご
参
加
く
だ
さ
い

詳
し
く
は
▼
陶
都
有
田
青
年
会
議
所

担
当
：
久
家

☎ 

０
９
０
・
２
５
８
５
・
６
０
２
５

夢
の
コ
ラ
ボ
対
談
が
実
現

「
新
年
対
談
」

陶
都
有
田
青
年
会
議
所
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情報ステーション情報ステーション InformationInformation

※11 月 16 日から 12 月 16 日までに掲載の申し出をいただいた方々です。

お誕生おめでとう（敬称略）
氏　名 保護者      地　区 
諸岡　誠磨（せいま） 辰美・博美  大　野
田中　裕真（ゆうま） 裕之・光  戸　杓
原口　大（だい） 盟規・奈美  戸　杓
　富　璃音（りのん） 浩史・真理  戸　杓
樋口　美心（みこ） 智也・亜利沙  黒牟田
池田　神楽（かぐら） 大騎・清楓  南　原 
浦　桜吏（おうり） 優一・抄知  南　原
坂本　健志（けんし） 竜介・朗子  下　本
筒井　結大（ゆいと） 亮・奈美  北ノ川内
吉永　晄（こう） 卓行・洋子  山　本
佐藤　香菜子（かなこ） 将・香  上山谷

おくやみ（敬称略）
氏　名  年　齢           地　区
篠原　貞彦 ８３           泉　山
田中　大臣 ９３           幸　平
下田　惇子 ７１           岩谷川内
坂口　アキ子 ８６           戸　矢
岩永　直子 ５３           大　野
奥村　　子 ８５           桑古場
金ヶ江　富子 ９０           本　町
石丸　杏子 ２８           戸　杓
池田　進 ７３           外尾町
朝重　滿子 ８１           丸　尾
田中　悟　 ８７           赤　坂
瀬戸口　末敏 ８５           黒牟田
坂井　賢一 ６１           南　原
辻　清次 ９４           南　山
北濵　正夫 ７８           上内野
桑原　昭司 ７２           立　部
川　保　忠 ６６           広瀬山
堀　スミ ９０           下山谷

人の動き 平成 25 年 12 月１日現在

（前月比）　
人　口   21,115 人 （－ 5 人）　
男　性 9,874 人 （－ 7 人）　
女　性 11,241 人 （＋２人）　
世帯数 7,706 世帯 （－ 4 世帯）　

プロバイダ料・通信料・モデムリース料

お申し込み・お問合わせ：有田ケーブル・ネットワーク㈱

０９５５- ４３- ２５００

全部ふくめて月定額（常時接続）

１，８９０円より
ベーシックコース ブロードコース １６０Ｍコース

（下り最大　4Mbps） （下り最大　30Mbps） （下り最大　160Mbps）
３，９９０円 ４，７２５円 ６，３００円

ネットのみ
５，２５０円

ネットのみ
５，２５０円

ネットのみ
６，８２５円

ライトコース
上り・下り

128kbps光 ハイブリッド

　食と器に関する事業

等のために活用させて

いただきます。誠にあ

りがとうございました。

「ふるさと納税」御礼

　  瀬戸口　法生　様
　　　　  （東京都豊島区）

　町の産業振興や発展

のために活用させてい

ただきます。誠にあり

がとうございました。

　　  南　和宏　様
　　　　   （東京都杉並区）

　

陶
磁
器
産
業
の
後
継
者
・
技
術
者

と
な
る
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、
次

の
と
お
り
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

■
一
般
課
程

修
業
年
限
▼
１
年
間

募
集
定
員
▼

・
ろ
く
ろ
科　
　
　

  　
　
　

   

10
人

・
絵
付
科　
　
　

  　
　
　
　

   

20
人

願
書
受
付
期
間
▼

１
月
14
日
（
火
）
ま
で

試
験
日
▼
１
月
25
日
（
土
）

■
短
期
研
修

有
田
窯
業
大
学
校

有
田
窯
業
大
学
校

平
成
26
年
度  

学
生
募
集

修
業
年
限
▼
１
年
間
（
週
に
１
日
）

募
集
定
員
▼

・
ろ
く
ろ
成
形　
　
　

  　
　

   

５
人

・
絵
付
技
法　
　
　

  　
　
　

   

５
人

※
願
書
受
付
期
間
と
試
験
日
は
一
般

課
程
と
同
じ
で
す
。

■
専
門
課
程
（
後
期
募
集
）

修
業
年
限
▼
４
年
間
・
２
年
間

募
集
定
員
▼

・
陶
磁
器
科
（
４
年
制
）　　

   

６
人

・
陶
磁
器
科
（
２
年
制
）　　

   

14
人

願
書
受
付
期
間
▼

１
月
14
日
（
火
）
～
２
月
７
日
（
金
）

試
験
日
▼
２
月
22
日
（
土
）

詳
し
く
は
▼
有
田
窯
業
大
学
校

☎ 
42･
３
１
４
４

◇◆平成26年４月13日（日）執行予定◆◇

有田町長 ・ 有田町議会議員選挙
立候補予定者事務説明会を開催します

日時 ： 平成 26 年２月 10 日（月）　14 時～
会場 ： 有田町西公民館　２階　大ホール

※資料の準備をいたしますので、出席希望の方は参加人数を 
２月５日（水）まで  に事務局までご連絡ください。

詳しくは▶有田町選挙管理委員会（総務課内）☎46-2111
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情報ステーション情報ステーション InformationInformation

発行月に誕生日を迎えるお子さんの写真を募集します。
お子さんの笑顔をお誕生日記念に紙面に飾ってみませんか。

対 象 者 …２月に誕生日を迎える３歳以下のお子さん（ 町内在住の方に限る ）
申込方法  …  メールまたは郵送でお子さんの氏名・生年月日・性別・保護者の氏名・
　　　　　　電話番号・ 写真にお誕生日おめでとうメッセージを添えて下記係まで。
　　　　　　申込締切日  …  1 月 10 日（ 金 ）
あ て 先 … 〒 849 - 4192
　　　　　    有田町立部乙 2202　有田町役場　 総務課
　　　　　　「 お誕生日おめでとう 」係
　　　　　    E メール　soumu@town.arita.lg.jp
問 合 せ … 同係　☎ 46・2111

※ 応募多数の場合は抽選となります。
※ 掲載した写真は返却しません。

  「 ちびっこチャンネル 」が平成 26 年１月号 から

　　　　　　　　　　　　　　　に リニューアル しました !!

掲載例

１月生まれお誕生日おめでとう

　食べるのが大好きな梨花

です☆　歩けるようになっ

たらお外でたくさん遊ぼう

ね♪

福
ふく

田
だ

　梨
り

花
か

　ちゃん

平成 25 年１月 26 日 生まれ

（ 南原 ）

２月生まれ
 大募集!!

山
やま

口
ぐち

　星
せい

冴
ご

　くん

平成 25 年１月 25 日 生まれ

（ 泉山 ）
２歳飯

いい

田
だ

　愛
あおい

生　ちゃん

平成 24 年１月 25 日 生まれ

（ 山谷切口 ）

　星冴♪　お誕生日おめで

とう☆

　いろんな体験をして大き

くなってね！　おしゃべり

１歳 １歳

年齢お名前

平成○年○月○日 生まれ

（ 地区名 ）

お誕生日おめでとう

メッセージ

もたくさんしよ

うね♪

　１歳のお誕生日おめでと

う！　これからも元気いっ

平
ひら

野
の

　大
たい

雅
が

　くん

平成 25 年１月 21 日 生まれ

（ 戸杓 ）
１歳１歳

ぱい大きくなっ

てね♪
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日本で最も歴史ある陶磁展

第 111 回 九州山口陶磁展
磁器発祥の地・有田にて、全国から公募します。

第 110 回　第１部　美術工芸品・オブジェ
文部科学大臣賞　受賞作「白磁鉢」
中村 清吾（佐賀県）

第 110 回　第２部　産業陶磁器
経済産業大臣賞　受賞作「エッグシェルシリーズ・Kaori」
山本 博文（佐賀県）

2016 年は日本磁器誕生・有田焼創業 400 年です。

◆お申込み・お問い合わせ
九州山口陶磁展事務局（有田町役場商工観光課内）

〒 849-4192　佐賀県西松浦郡有田町立部乙 2202 番地
TEL　0955-46-2500　FAX　0955-46-2100

E-mail　syoko@town.arita.lg.jp
URL　http://www.town.arita.lg.jp/site/kyuyama/

副賞
第１部

１位　100 万円
第２部

１位  　50 万円
ほか

 作品募集中！
申込締切日

４月 13 日

会期
４月 29 日～５月９日

場所
第１部 九州陶磁文化館
第２部 有田商工会議所


